
2e6

、
哲
學
醗
ド
究
　
　
第
閥
＋
七
號

在
支
外
入
の
支
那
入
教
化
蓮
動
と
其
の
動
機

八
四

田
　
　
中

廣
　
吉

　
急
激
外
入
の
支
那
人
命
化
に
熟
中
せ
る
檬
は
、
支
那

の
敏
育
を
親
察
す
る
も
の
＼
、
意
外
と
威
ず
る
所
で
あ
，

ら
う
。
　
余
は
三
年
彼
地
に
遊
ん
で
、
其
の
實
際
を
覗

察
し
、
蹄
來
諸
種
の
報
告
を
讃
み
、
其
の
施
設
及
普
及

の
情
況
を
考
察
す
る
に
及
ん
で
、
更
に
其
の
影
響
す
る

所
の
多
大
で
あ
る
の
に
一
驚
を
喫
し
だ
次
第
で
あ
る
。

依
っ
て
今
左
に
、
彼
等
の
施
設
維
螢
の
大
要
を
叙
し
、
進

ん
で
之
れ
が
影
響
す
る
部
面
を
考
察
し
、
彼
等
の
支
那

人
敏
化
蓮
府
の
動
機
を
攻
究
せ
よ
う
と
思
ふ
。

幽、

T
　
況

　
1
外
人
側
と
政
府
側
と
の
普
及
の
比
較
、
支
那
政
府
経

管
の
學
校
に
於
け
る
生
徒
数
と
、
外
入
経
螢
の
學
按
に
於

け
る
生
徒
歎
と
を
比
較
し
て
見
る
と
、
其
の
間
に
面
自
い

褒
美
を
見
出
す
こ
と
が
出
面
る
。
主
将
を
｝
表
に
示
し
て

見
る
と
次
の
通
ウ
で
あ
る
。

副
7
瀬
野
だ

高中初

等等等

敬敦数

育育育

　　

@　
@
　
［

致
三
跡
坐
徒
数

三
、
五
〇
〇
、
O
O
O

　
叫
二
〇
、
○
○
〇

　
　
一
五
、
O
O
O

外
入
鯛
生
徒
敏

政
府
側
百
人
昌
蹴
封
ス
ル

外
人
側
ノ
生
徒
撒

一
三
〇
、
○
○
〇

一
二
、
現
○
〇

一
二
、
O
O
O
，

四
％

一
一
％

八
○
％

糊

老

中
果
校
帽
ケ
ナ
レ
バ
ニ
十

五
パ
ー
セ
ン
ト

欝
愚
生
チ
魏
フ
專
門
學
校

別
科
チ
除
ク

、
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右
表
に
よ
る
と
、
外
入
側
の
生
徒
数
は
、
初
等
教
育
か

ら
漸
次
高
等
敷
育
に
進
む
に
從
っ
て
、
其
の
歩
合
を
増
加

　
　
ヘ
　
ミ
　
や
　
つ
　
へ
　
ぬ
　
や
　
ぬ
　
　
　
り
　
ゅ
　
な
　
や
　
ゆ
　
や
　
や
　
ぬ
　
へ
　
や
　
や

し
、
高
等
敏
育
に
於
て
は
。
其
の
歩
合
實
に
八
割
に
達
し

ぬ
　
へ
　
ゆ

て
居
る
。
．
是
を
以
て
見
る
と
、
高
岡
評
言
に
於
て
は
、
其

の
勢
力
大
約
伯
仲
し
て
居
る
と
見
る
ζ
と
が
出
來
る
。
而

し
て
此
の
高
等
激
育
を
受
け
π
竜
の
は
。
將
策
肚
丘
上
特

殊
の
地
位
を
占
あ
、
或
は
政
権
を
弄
う
、
或
は
輿
論
を
支

配
す
る
立
場
を
占
あ
る
毛
の
で
あ
る
か
ら
、
所
謂
魅
會
の

勢
力
階
級
を
形
成
す
べ
き
も
の
と
見
る
事
が
出
家
る
。
此

の
織
か
ら
港
へ
る
と
。
高
等
副
管
に
於
け
る
勢
力
の
多
少

は
、
頗
る
注
意
を
要
す
べ
き
竜
の
が
あ
る
と
思
ふ
。

　
2
爾
者
生
徒
素
質
の
比
較
v
更
に
支
那
政
府
設
立
の
詳

悉
の
生
徒
と
、
外
人
設
立
の
學
綾
の
生
徒
と
の
素
質
を
比

較
し
て
見
る
と
、
初
等
教
育
に
於
て
は
、
．
＝
一
の
例
外
を

除
く
の
外
は
、
外
篇
設
立
の
學
稜
は
、
授
業
科
が
比
較
的

　
　
　
　
　
三
炭
三
人
の
支
那
人
敷
化
遽
鋤
と
興
の
鋤
機

高
慣
で
あ
る
と
共
に
、
其
の
目
的
が
高
等
子
育
の
豫
備
で

あ
る
所
か
ら
、
其
の
生
徒
は
、
上
流
階
級
叉
は
智
識
階
級

の
子
弟
多
く
、
糊
ロ
に
窮
す
る
細
民
の
子
弟
は
、
・
頗
る
稀

で
あ
る
。
從
っ
て
其
の
生
徒
は
、
政
府
設
立
の
學
按
生
徒

よ
う
著
し
く
暑
い
け
れ
ど
竜
、
其
の
父
兄
の
勢
力
の
侮
り

難
い
竜
の
が
．
あ
る
。

　
申
等
…
敏
育
殊
に
申
學
綾
に
於
て
は
、
政
府
設
立
の
學
按

の
生
徒
は
、
先
づ
外
人
設
立
の
學
按
の
入
端
選
抜
に
洩
れ

π
竜
の
㌧
、
　
一
時
凌
ぎ
に
入
撫
す
る
傾
向
胴
か
あ
る
。
從
て

生
徒
の
素
質
は
、
政
府
設
立
學
按
の
生
徒
の
方
蓬
に
遜
色

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
高
等
…
軍
籍
で
は
、
國
立
大
論
及
高
等
師
範
學
按
の
生
徒

を
除
く
外
は
、
政
府
設
立
の
竜
の
は
、
殆
ん
ど
外
入
設
立

學
校
の
入
學
選
抜
に
洩
れ
π
も
の
と
い
っ
て
竜
よ
い
駅
態

で
あ
る
か
ら
、
其
の
生
徒
の
素
質
は
、
到
底
外
人
設
立
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
認
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哲
轟
、
．
醗
究
　
　
錦
匹
聖
七
盤
，

生
捷
の
素
質
と
、
日
を
同
ふ
し
て
論
ず
る
事
が
出
家
ぬ
竜

の
が
あ
る
。

　
之
を
要
す
る
に
、
心
入
設
立
學
綾
に
は
、
上
流
階
級
及

知
識
階
級
の
優
秀
生
が
入
墨
し
、
國
公
立
學
綾
に
は
、
概

し
て
富
力
能
力
に
於
て
劣
弱
な
竜
の
が
入
適
す
る
傾
向
が

あ
る
。
来
て
此
の
公
署
の
卒
業
生
の
帯
解
的
野
動
力
懲
、

大
に
異
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
将
來
支
那
の

杜
會
を
動
ず
者
は
、
此
等
外
事
経
螢
の
學
按
卒
業
者
叉
は

外
國
留
学
生
で
あ
る
事
は
、
疑
を
労
る
べ
か
ら
ぎ
る
現
勢

に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
3
外
人
の
高
等
敏
育
重
硯
の
意
義
、
外
入
が
以
上
の
如

く
、
高
等
敏
育
を
重
親
す
る
意
義
を
付
度
し
て
見
る
と
、

國
」
家
一
甦
命
日
を
動
馴
す
も
の
は
、
雷
同
等
…
敏
育
を
終
尺
舟
竜
の
で

あ
る
か
ら
、
之
に
全
力
を
傾
注
す
る
に
至
る
は
、
察
す
る

に
難
か
ら
ざ
る
次
第
で
あ
る
。
但
し
此
虚
に
一
言
す
べ
き

事
は
、
支
那
に
於
け
る
外
人
経
管
の
照
校
は
、
皆
数
會
老

特
隊
の
關
係
を
有
し
、
其
の
冒
的
ば
布
銭
に
あ
る
事
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

言
ぶ
迄
竜
夜
い
事
で
あ
る
が
、
然
し
亦
其
の
影
響
す
る
所

を
考
察
し
て
見
る
と
、
國
家
的
國
民
的
の
色
彩
を
鮮
明
に

し
て
居
る
竜
の
が
あ
る
。
之
を
古
の
丈
献
に
徴
す
る
も
、

布
敏
の
進
む
庭
國
旗
国
に
從
ふ
と
い
ム
事
實
竜
勘
く
は
な

い
。
又
瀞
木
賊
の
支
鞭
脚
地
理
亀
卜
師
バ
ツ
シ
ユ
フ
オ
｝
ル
ト
氏
の

論
丈
に
於
て
も
、
楽
器
の
教
育
事
業
心
身
の
目
的
を
以

て
、
將
摩
に
於
け
る
國
際
聖
経
濟
競
争
の
準
備
で
あ
る
と

論
じ
、
更
に
之
を
實
際
に
徴
す
る
も
、
彼
等
の
教
育
事
業

の
次
第
に
宗
教
的
色
彩
を
腕
脚
し
て
、
開
園
主
義
の
波
及

に
傾
い
て
居
る
上
．
か
ら
湾
へ
て
も
自
國
主
義
の
傳
播
を
、

否
定
す
る
事
は
出
策
な
い
。
諾
し
て
本
國
政
府
が
補
助
金

を
輿
へ
て
、
之
を
奨
働
す
る
以
上
は
、
盆
、
莫
の
色
彩
を

濃
厚
に
す
る
傾
向
を
著
し
く
す
る
竜
の
と
考
へ
ゐ
事
が
出
　

蘂
る
。
要
す
る
に
支
那
導
管
に
亘
っ
て
、
彼
等
宣
敏
師
の

カ
に
よ
っ
て
経
螢
せ
ら
れ
る
敏
育
事
業
が
、
彼
等
の
支
那

内
地
に
於
け
る
経
濟
調
査
と
相
覧
て
、
彼
等
の
岡
胞
が
、

支
那
に
於
け
る
事
業
経
論
に
草
し
、
或
種
の
便
宜
を
輿
へ



ら
る
る
こ
と
は
、
多
大
で
あ
ら
与
と
患
は
れ
る
q

　
4
在
支
外
人
敏
育
窮
業
の
概
覧
、
今
統
計
に
よ
っ
て
、

普
通
敏
育
方
面
に
於
け
る
外
入
の
學
校
経
螢
を
表
示
す
る

と
次
の
通
ウ
で
あ
る
。
（
但
し
高
等
敏
育
に
為
す
る

次
飾
に
掲
げ
る
）

読
，
噛

盆09

省

鑑

在
支
外
入
の
普
通
敏
育
纂
．
業
．
桶
三

幅君門安新江険由河出1藍

　瀬田
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師男
数タト
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四
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二
一
七

三
三
二

八
一
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一
八
四

一
七
九

　
六
〇

二
八
七

三
『
．
二

一
四
薫

一
六
〇

三
三
八

二
八
陽

［
〇
六

一
四
七

二
四
帰

　
五
三

　
五
九

　
一
七

二
〇
一

一
六
〇

　
五
〇

　
五
一

一
〇
九

鷲
六

　
　
　
　
　
冒

職
亥
勢
八
⑳
麦
郷
入
数
鶴
蓬
鋤
曙
と
其
⑳
鋤
機

蝋
型
服

　
一
五

二
三
六

二
八
七

三
〇

一
一
五

二
六
五

麟
三

　
二
〇

．
八
四

一
六
四

　
七

初
等
小
雛

発
　
蛮
　
簸

二
、
八
山
2

澱
、
践
三
九

一
三
、
干
鯛
〇

三
2
二
〇
八

二
、
九
九
四

　
　
九
四
六

八
、
一
八
八

六
、
六
五
一

こ
、
七
七
四

二
、
五
四
四

置
．
八
五
八

三
、
九
七
七

高
等
小
三

鼎
　
童
　
撒

二
、
五
九
流

石
、
胃
一
山
ハ
九

　
六
几
一

　
三
九
葱

　
六
＝
一

　
　
七
九

「
一
〇
七

一
、
照
甑
鑑

　
六
六
｝

　
五
二
四

　
七
一
四

一
、
〇
七
穴

中
　
學
　
生

徒
　
　
　
簸

勤
紳
糠

四
。
四
㎜

一
、
二
三
混

乱
、
○
〇
三

　
一
茜
㎜

　
δ
四
…

　
　
一
｝

三
、
一
七
⊥

一
、
〇
五
八
…

一
六
洗

嘉
…六

9
…

四
六
洗

　
　
　
　
…

五
、
八
六
〇

九
、
一
六
八

一
山
ハ
、
｝
．
m
悶
四

三
、
八
七
七

『
七
一
〇

　
一
、
○
二
五

一
二
、
一
二
八
四

九
、
一
六
〇

三
、
山
ハ
∩
り
○

㌶
、
二
一
二

七
」
七
六

五
、
既
一
八

備
　
　
　
考

八
士

外
人
棚
ノ
高

等
殿
育
チ
受

ク
ル
學
生
激

ハ
欝
學
生
約

二
千
入
「
カ

レ
ー
ジ
」
以

上
約
み
、
千
六

百
人
合
欝
一

萬
一
千
六
百

人
乎
有
凶
從

．
7
外
入
懇
，
瞥

・
娯
校
二
醗



210

合雲：貴四星図廣瀦

計　南 ザトI　　JII　　癖ぎ　　西　　薩1　　建

鷺
　
學
　
研
　
究
　
　
鯵
匹
十
七
號

　五囚
二九七

五
九

四
四

一
一
八閣

二
九

　
一

五
六
三

　
高
峯
二

　
九
五
三

　
　
二
〇

　
　
一
三

　
四
一
六

　
　
三
六

　
　
五
一

五
、
三
五
八

六
〇
呂

州
〇
眠

　
二
五

　
三

尊
九

　
　
四

二
、
二
四
一

八
三
二

三
六
〇

七
三

八
．
詫

　1

ノ、

八

二
〇
、
八
七
二

一
三
、
七
八
三

　
　
購
三
五

　
　
二
五
八

二
、
九
九
一

　
　
七
〇
五

　
一
、
八
〇
七

一
〇
八
、
九
四
｝

三
、
五
翫
七

二
、
四
〇
哺

　
㎝
O
O

　
　
閥
五

一
、
〇
七
五

　
　
一
二
〇

　
　
一
五
烈

一
九
、
六
七
一

　
九
七
二

一
、
〇
六
二

　
五
二

　
四
九
三

　
一
八
畔

一
二
、
三
〇
〇

八
八一　　　一　　　一1五

馨二　三　 七ニヘ　　ヘ　　　　 ヘ　　　　　　　ヘ　　へ

九．一八五三四二翰
一四二筑○八四〇
二…三五九三三七六一・

ブ
生
徒
ノ
総

敏
ハ
総
鼠
＋

汎
萬
二
千
五

百
人
チ
雰
ス

　
上
表
に
よ
る
と
約
一
千
人
の
外
人
に
よ
っ
て
、
約
十
六

萬
人
の
支
那
殺
生
が
敷
離
せ
ら
る
、
事
と
な
っ
て
居
る
。

而
竜
之
が
皆
高
等
欝
欝
の
穏
標
に
よ
っ
て
、
計
書
せ
ら
れ

普
通
敏
育
は
其
の
附
鵬
事
業
π
る
の
観
が
あ
る
の
は
、
頗

る
注
意
を
要
す
る
こ
と
㌦
思
ふ
。

罵
、
外
人
経
螢
の
高
等
教
育

　
1
申
入
経
螢
學
校
の
憂
蓬
　
外
人
が
支
那
に
於
て
有
す

る
自
由
の
布
敷
権
を
利
用
し
て
、
到
る
所
に
學
校
を
設
立

し
、
肖
國
的
敏
育
を
普
及
し
つ
㌧
あ
る
の
は
、
雨
に
蓮
べ

た
蓮
う
で
あ
る
。
此
れ
よ
う
先
、
前
清
時
代
に
於
て
は
、

外
人
の
敏
育
は
宗
敏
的
色
彩
の
著
し
い
も
の
が
あ
る
爲

に
、
支
那
導
流
以
上
の
階
級
者
の
子
弟
は
婦
ん
で
入
學
し

な
か
っ
た
。
此
れ
自
國
思
想
に
逮
ざ
か
り
、
紐
醜
の
倫
理

道
徳
を
無
観
す
る
傾
向
が
あ
る
と
威
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

之
に
於
て
前
回
政
府
は
窃
に
之
を
憂
慮
し
、
其
の
結
果
光

緒
三
十
二
年
（
一
九
〇
六
年
）
に
學
部
令
を
駿
布
し
、
外
人

の
輕
螢
せ
る
學
校
は
、
一
切
政
府
に
断
て
之
を
公
認
せ
ず
、
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顧
て
其
の
卒
業
生
は
、
官
吏
に
無
用
せ
ら
る
＼
資
格
の
な

い
も
の
と
競
定
せ
ら
る
㌧
に
至
っ
た
。
此
れ
外
入
の
學
按

経
二
者
に
と
っ
て
は
、
非
常
な
痛
棒
で
あ
る
。
之
に
於
て

外
人
は
、
或
は
支
那
官
憲
と
協
同
し
、
或
は
在
野
の
有
志

と
提
携
し
、
或
は
外
人
自
身
の
手
に
よ
っ
て
漸
次
宗
敏
的

色
彩
の
淡
い
丈
明
的
設
備
を
有
す
る
學
校
を
設
立
す
る
様

に
な
う
、
基
督
敏
徒
以
外
の
者
竜
、
敷
育
を
受
け
得
る
道

を
開
き
、
教
育
部
の
認
定
を
受
け
て
、
増
生
の
吸
牧
に
努

め
、
蝕
に
上
記
の
如
く
勢
力
階
級
を
網
羅
す
る
有
力
な
る

學
按
を
開
設
す
る
に
至
つ
疫
の
で
あ
る
。

　
2
外
人
及
支
那
入
合
弊
経
螢
の
傾
向
　
外
入
は
自
己
設

立
の
雪
融
の
信
用
を
糟
し
、
同
情
を
集
め
る
手
段
と
し
て

支
那
人
と
協
力
し
、
支
那
入
は
良
己
の
予
価
及
経
費
の
上

か
ら
之
を
嶽
…
迎
す
る
所
か
ら
、
外
蓋
合
筆
の
學
校
は
所
在

に
建
設
せ
ら
れ
、
又
表
面
外
人
経
螢
と
稻
す
る
竜
、
事
實

は
支
那
人
を
塗
慰
せ
し
め
之
勘
利
託
し
て
居
る
事
は
、
前

記
の
事
艶
語
一
覧
表
．
の
上
か
ら
竜
明
な
次
第
で
あ
る
。
然

　
　
　
　
　
准
支
外
人
の
麦
那
人
敷
化
運
勲
と
興
の
鋤
機
隻

し
外
支
合
辮
経
螢
の
政
策
を
盛
行
す
る
上
に
、
是
非
の
議

論
の
喧
し
い
の
は
事
實
で
あ
る
。
近
心
で
も
ま
だ
此
の
政

策
を
排
斥
す
る
向
竜
あ
る
。
蝕
に
於
て
、
千
九
百
十
五
年

二
月
上
海
に
於
て
開
か
れ
た
繋
學
會
の
席
上
に
於
て
、
エ

フ
、
シ
亘
エ
ン
博
士
は
、
次
の
利
器
を
列
饗
し
て
之
を
奨

試
し
て
居
る
。

　
ラ

　
一
合
蹉
維
螢
に
よ
っ
て
、
支
那
人
を
利
用
す
る
乙
と
が

　
（

　
　
出
下
る
。
塗
れ
は
今
迄
反
抗
力
で
あ
っ
π
竜
の
を
協

　
　
同
力
控
ら
し
め
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
ノ

　
ニ
猜
疑
心
を
一
掃
す
る
乙
と
が
出
來
る
。
即
ち
支
那
入

　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
と
の
問
に
意
思
の
疏
通
を
得
、
蓋
世
事
業
及
學
按
事

　
　
業
の
眞
の
旨
趣
を
了
解
し
、
本
事
業
の
信
用
を
高
め

　
　
る
事
が
出
嫁
る
。

　
ン

　
三
支
那
人
の
要
求
に
適
合
せ
し
め
る
事
が
出
來
る
。
’
即

（
　
　
ち
支
那
人
の
意
思
は
支
那
人
で
な
け
れ
ば
充
分
に

　
　
理
解
す
る
事
が
趨
來
な
い
。
從
て
支
那
人
の
言
に
聴

　
　
き
、
其
の
腕
を
用
ひ
る
の
は
、
大
に
教
育
を
適
切
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
’
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暫
墨
　
蕨
　
究
　
　
第
四
幸
七
號

　
　
す
る
事
が
繊
家
る
。

　
ラ

　
四
事
業
を
永
久
的
な
ら
し
め
る
事
が
爵
語
る
。
帥
ち
外

　
（

　
　
入
は
其
の
惣
礎
さ
へ
建
設
す
れ
ば
、
支
那
入
が
其
の

　
　
上
に
之
を
登
嫁
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
五
支
那
入
は
此
の
合
惣
に
よ
っ
て
㌔
最
良
の
學
按
纒
螢

　
く

　
，
法
を
學
ぶ
事
が
繊
來
る
。

　
　

　
六
支
那
政
府
の
認
定
を
輿
へ
晦
れ
る
か
ら
、
其
の
覇
業

　
（

　
　
は
支
那
入
に
信
用
せ
ら
れ
る
。

　
か
く
て
外
画
は
、
形
式
的
の
合
甥
経
螢
父
は
事
實
上
の

合
素
謡
…
螢
に
よ
る
が
、
若
く
は
支
那
入
を
使
役
し
て
、
彼

等
に
實
行
上
の
費
任
を
負
は
せ
る
様
に
猛
向
け
て
暦
る
。

然
る
に
本
邦
人
は
多
少
支
那
入
を
疎
外
し
、
軍
に
宮
前
入

の
み
に
よ
っ
て
事
業
を
纒
螢
し
ょ
う
と
す
る
傾
向
が
あ

る
。
此
れ
は
支
那
淀
於
て
事
業
を
二
宮
し
、
支
那
人
の
同

情
妊
意
の
上
に
其
の
事
業
を
敷
薫
せ
し
む
る
縛
以
で
は
あ
謄

る
綾
い
泥
思
は
れ
る
。
敏
育
の
如
き
精
春
期
の
事
業
に
於

て
拡
、
殊
に
其
の
然
る
を
謄
而
る
の
で
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
◎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
3
カ
シ
曾
ジ
程
度
以
上
の
學
校
数
等
　
外
人
設
立
の
馨

　
　
む
　
む
　
　
　
む
む

む學
綾
及
薬
科
大
谷
は
、
其
の
敷
＋
八
に
選
す
る
。
之
を
支

那
発
酵
の
鰐
庭
続
二
十
六
に
較
べ
る
と
、
實
に
其
の
七
割
．

に
枳
正
す
る
次
第
で
あ
る
。
更
に
其
の
十
八
按
申
十
四
校

は
数
會
の
設
立
に
無
し
、
最
善
は
外
囲
政
府
の
役
立
に
か

、
る
竜
の
で
あ
る
。
更
に
其
の
十
四
按
申
七
校
は
聯
合
敏

會
の
設
立
に
か
＼
う
、
四
校
は
純
熟
に
或
一
敏
會
の
設
立

に
か
、
う
、
他
の
三
校
は
私
人
及
敏
會
の
経
螢
に
厩
す
る
。

其
の
叉
敏
會
を
國
別
に
し
て
晃
る
と
、
英
國
敏
會
十
、
米

岡
激
會
八
、
和
蘭
敏
會
一
と
い
ム
蘭
係
で
あ
る
。
從
っ
て

外
入
設
立
の
此
等
藩
校
は
大
番
英
米
八
の
基
督
に
囑
し
、

興
他
の
竜
の
は
盛
ん
ど
言
ぶ
に
足
ら
な
い
と
い
ム
情
況
で

あ
る
。

　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
バ
リ
　
む
　
む
　
　

　
更
に
一
般
の
高
等
程
度
の
學
綾
を
調
査
し
て
見
る
乏
、

如
何
に
英
米
の
勢
力
の
藩
し
い
か
窒
分
る
。
今
之
を
一
表

漉
し
て
見
る
と
次
の
瓶
う
で
あ
る
。



、

輕佛英気計

米

入人人人

校

四　　一一
三一九九四

生

徒

敏

三
、
七
七
六

七
、
六
七
”

て
九
四
九

》，

齡
ｪ
〇

九
、
六
七
〇

備

考

袷
ん
ど
全
部
は
数
會
の
聯

合
叉
は
魑
猫
組
瞥
に
厩

し
、
私
人
又
は
國
家
の
経

管
に
繕
す
る
も
の
は
砿
伽
な

り
。
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此
れ
に
よ
る
と
、
英
米
の
勢
力
は
相
伯
仲
し
、
二
黒
の

如
き
は
到
底
其
の
足
元
に
も
達
し
な
い
。
我
邦
の
如
き
は

未
だ
圃
入
の
支
那
入
を
も
、
支
那
に
於
て
養
成
し
な
い
次

第
で
あ
る
。
勿
論
我
邦
は
地
理
上
か
ら
し
て
、
留
三
生
を
．

多
く
招
致
す
る
こ
と
が
出
掛
る
か
ら
、
支
那
國
土
内
に
覧

て
生
徒
を
養
成
し
な
い
で
も
、
充
分
其
の
目
駒
を
達
し
得

る
次
第
で
あ
る
。
然
し
之
を
過
去
の
歴
吏
に
徴
す
る
と
、

支
那
隅
毛
内
に
於
て
、
何
等
の
胃
管
的
敏
育
を
受
け
な
い

で
、
契
温
風
残
し
た
竜
の
は
、
多
く
は
反
威
を
以
て
蹄
醸

し
、
留
學
關
の
長
所
を
無
競
し
、
短
所
鮫
織
の
み
に
注
意

　
　
　
　
　
露
闘
支
外
入
の
支
瀦
人
鍛
化
蓬
鋤
と
其
の
勲
灘
叩
　
r

し
て
、
之
を
排
署
す
る
に
至
る
こ
と
が
曳
く
な
い
、
り
英
米

に
於
け
る
第
一
期
第
二
期
の
支
那
留
學
生
は
、
全
く
其
の

失
敗
を
繰
返
し
控
の
で
、
マ
現
今
に
於
て
は
成
る
べ
く
支
那

國
土
内
に
て
敏
逃
し
、
自
験
化
し
陀
生
徒
の
み
を
留
學
せ

し
む
る
様
に
し
て
居
る
て
と
は
、
米
餌
の
清
華
學
按
を
経

饗
し
、
悪
闘
の
香
港
大
學
其
他
を
維
幸
し
て
、
突
然
自
國

に
留
學
せ
し
め
る
こ
と
な
く
、
又
努
め
て
支
那
各
地
の
大

堺
に
於
て
．
脇
窯
と
同
様
の
磁
位
及
秘
號
を
授
干
し
て
（
上

海
聖
運
翰
大
津
に
於
て
コ
ロ
ン
ゼ
や
州
の
漆
律
に
よ
る
學

位
編
號
を
認
可
せ
る
如
き
）
、
成
る
べ
く
支
那
國
内
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
漏
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哲
學
　
研
　
究
、
－
第
隣
＋
七
號
、

高
等
敏
育
を
絡
ら
し
め
よ
う
と
企
嚇
せ
る
次
第
で
あ
る
。

こ
れ
が
叉
嚇
方
か
ら
は
地
の
不
利
を
補
っ
て
、
自
転
的
敏

育
を
手
早
く
多
く
の
支
那
入
に
受
け
し
め
る
良
法
で
あ
る

か
竜
知
れ
漁
。
若
し
か
く
の
如
き
設
備
を
支
那
に
於
て
し

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
多
く
の
生
徒
に
自
棄
無
二
育
を
施
し

て
、
結
局
自
書
並
に
霞
営
巣
の
風
荷
と
思
向
及
威
情
と
を

植
へ
付
け
る
事
が
出
置
澱
か
も
知
れ
ぬ
心

　
　
　
羅
、
外
人
主
催
の
敏
育
に
關
す
る

　
　
　
　
　
諸
會

　
在
高
外
人
は
、
各
其
の
立
揚
に
從
っ
て
、
諸
種
の
薫
育

會
を
組
織
し
、
支
那
に
於
け
る
教
育
を
上
進
せ
し
め
、
基

督
敏
的
性
格
の
陶
冶
に
努
め
、
以
て
濤
幽
的
思
想
威
情
を

移
植
し
、
支
那
人
を
し
て
我
協
力
者
と
し
て
働
か
し
め
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

う
と
し
て
居
る
。
而
し
て
近
來
は
此
等
外
人
の
聞
に
、
統

ぬ
　
ゐ
　
あ
　
や
　
へ
　
あ
　
や
　
つ
　
へ
　
や
　
ゆ
　
や
　
な
　
へ
　
ぬ
　
ぬ
　
あ
　
や

一
的
活
動
の
必
要
を
認
む
る
も
の
が
多
く
な
う
、
從
て
主

導
の
埋
合
は
津
具
大
規
模
に
、
又
組
織
的
に
遙
み
、
其
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

決
議
に
権
威
を
加
へ
、
其
の
事
業
を
確
固
た
る
墓
礎
の
上

に
築
き
上
げ
や
う
と
努
め
て
居
る
。
今
此
等
諸
會
の
重
な

る
竜
の
を
列
記
し
て
見
る
と
、
上
海
に
は
「
中
國
墓
督
敏

芸
風
會
」
（
支
那
名
〉
目
δ
O
訂
霧
○
げ
臥
ω
薮
β
国
含
。
銭
8
鑓

卜
ω
ω
◎
9
客
曳
け
（
訳
了
名
）
「
束
支
敏
育
協
會
」
趨
畠
け
〇
三
§

囲
穿
＄
試
8
a
渚
。
・
o
。
㎞
夢
識
。
質
「
江
蘇
敏
育
愈
」
匿
侮
き
慈
。
冨
一

卜
器
O
o
貯
畠
。
口
○
臨
監
胴
長
σ
Q
。
。
β
等
の
有
力
な
る
諸
會
が
あ
っ

て
、
非
常
な
勢
力
を
持
ち
、
爾
「
支
那
基
督
敏
文
學
愈
し

昌
δ
O
ξ
凶
ω
郎
導
ζ
酢
霧
暮
二
δ
乙
自
。
9
Φ
蔓
及
「
英
國
亜
細
亜
協

會
」
国
畠
鑓
跨
。
。
翼
甘
ω
o
鼠
①
静
団
の
本
部
竜
あ
っ
て
、
支
那

に
於
け
る
外
焔
活
動
の
豊
野
を
し
て
居
る
。
更
に
西
部
地

方
に
於
て
は
、
成
都
に
「
西
支
基
督
敏
育
聯
合
會
」
日
ぴ
Φ

旧
く
霧
げ
○
ぼ
餐
9
臥
。
・
賦
夢
ロ
国
晋
鶏
禽
8
巴
d
巳
。
口
が
あ
っ

て
、
西
部
支
那
の
教
育
を
統
合
し
、
申
部
に
於
て
は
武
昌

に
「
中
支
基
督
敏
敏
育
聯
合
會
」
目
δ
O
魯
嘗
銀
O
穿
蓉
鍵
口

岩
曾
§
試
8
絶
d
浅
。
⇔
が
あ
ウ
、
長
沙
に
「
湖
南
敏
育
會
」

国
遷
替
国
釦
誤
納
δ
民
謡
髪
ψ
o
。
§
δ
ロ
が
あ
っ
て
、
申
部
支
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那
を
連
絡
し
、
顧
州
に
は
「
編
建
長
育
會
」
国
曾
。
暮
雪
。
潜
鋒

卜
。
。
酸
o
o
至
言
O
ロ
。
隔
亀
岡
鰭
Φ
口
が
あ
っ
て
、
束
支
那
の
梅
威
を

な
し
、
北
方
に
は
濟
南
に
「
山
東
河
南
墓
督
敏
敏
三
冠
」

日
げ
Φ
O
冒
臥
馨
貯
U
国
山
昌
。
声
調
。
ロ
勲
】
跨
。
ユ
ω
8
賦
試
O
口
h
o
村
こ
Q
『
暫
ロ
静
＝

6
σ
q
曽
巳
　
国
8
霞
国
。
〈
言
。
＄
南
方
に
は
廣
東
に
、
廣
東
敏

育
會
L
目
曾
＄
凱
。
葛
一
診
ω
℃
。
酌
曽
賦
。
u
9
図
峯
碧
σ
q
静
ぎ
σ
q
香
港

に
は
英
國
側
の
諸
種
の
會
が
あ
っ
て
該
地
方
の
敏
育
を
総

麓
し
て
居
る
。
興
の
他
の
小
勢
育
會
に
至
っ
て
は
、
墨
ぐ

み
の
繁
に
堪
へ
な
い
の
で
あ
る
が
、
爾
一
つ
「
支
那
基
督

敏
膏
年
會
」
団
。
毒
σ
⇔
試
Φ
塁
O
ぼ
溢
酔
瞬
8
壽
皿
0
9
註
自
。
隔

○
匿
ロ
塑
の
事
業
に
至
っ
て
は
、
宗
敏
及
敏
育
乃
至
胤
會
改

良
の
方
面
に
於
て
。
非
常
な
活
動
を
な
し
、
其
の
勢
力
驚

異
に
便
す
る
竜
の
が
あ
る
。

　
會
長
は
皆
外
野
入
で
、
多
く
は
其
の
事
務
所
所
在
地
の

大
學
総
長
若
く
ば
ヵ
レ
婁
ジ
の
郷
長
を
推
し
、
其
下
に
毛

掻
長
幹
事
を
概
き
、
此
等
が
講
壇
委
員
會
を
組
織
し
て
、

常
務
露
岩
し
、
評
議
員
は
外
蓋
人
支
那
人
申
に
於
て
關
係

　
　
　
　
　
麗
支
外
人
の
繭
火
那
人
敏
化
↑
灘
一
鋤
雌
と
其
の
鋤
岬
灘
門

者
が
互
選
す
る
こ
と
と
な
っ
て
居
る
。
然
し
其
の
實
梅
は

勿
論
外
人
殊
に
米
圏
入
の
手
に
齢
し
て
居
る
。

　
其
の
事
業
は
之
を
大
讃
す
る
と
、
敏
育
事
業
と
出
版
事

業
と
に
分
け
る
こ
と
が
出
自
る
。
甘
甘
事
業
の
方
面
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一
例
を
暴
げ
る
と
東
百
舌
育
協
會
の
如
き
ば
行
政
委
員
會

登
科
課
程
委
員
會
、
申
學
問
題
委
員
會
、
聖
子
要
目
委
員

會
、
一
敏
授
法
器
・
新
一
鳶
口
貝
會
、
初
雛
守
科
塵
・
鯉
川
読
委
麗
〔
命
岡
の
山
ハ

部
を
置
い
て
、
其
の
調
査
影
野
行
の
責
に
任
ず
る
等
眞
塾
・

な
る
方
法
を
講
じ
、
外
人
が
其
の
指
導
の
地
位
に
立
っ
て

各
部
を
率
い
て
居
る
。
又
出
版
事
業
の
方
面
で
は
、
雑
誌

百
科
書
は
勿
論
、
各
種
の
遽
俗
敏
育
に
費
す
る
小
冊
子
を

登
行
し
て
、
共
の
普
及
に
努
め
て
居
る
。
一
例
を
暴
げ
る

と
、
申
國
墓
督
敏
言
動
會
の
如
き
は
、
地
理
類
八
種
、
数

學
釜
山
ハ
｛
糎
、
　
歴
史
類
・
七
種
、
　
掛
M
圃
類
二
十
一
種
｝
、
法
律
類

八
種
、
聖
経
地
理
及
地
外
浜
三
種
、
基
督
の
旋
行
類
七
種
、

科
學
類
十
二
種
、
難
類
一
種
、
合
計
八
十
種
の
書
籍
を
出

版
し
、
開
申
楠
科
書
に
最
用
せ
ら
れ
居
る
も
の
が
、
八
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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哲
墨
、
研
兜
　
　
第
賜
＋
七
鱗

バ
霧
セ
ン
ト
も
あ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
共
他
敏
授
要
麟

及
細
三
等
の
興
行
か
ら
、
調
査
書
の
登
行
乃
棄
は
隼
報
、

統
計
類
の
心
行
に
至
る
ま
で
手
を
出
し
て
居
る
。
興
の
熱

心
實
に
驚
嘆
に
便
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
爾
一
種
特
妙
な
る
事
業
は
、
各
敏
育
會
が
委
員
を
選
ん

ぞ
、
各
省
各
地
の
黒
砂
卒
業
者
に
封
し
、
典
通
に
試
験
を

行
ひ
、
其
の
學
力
を
謹
明
す
る
の
一
事
で
あ
る
。
こ
れ
は

彼
國
の
如
く
、
學
校
に
よ
つ
て
其
の
程
度
を
異
に
す
る
所

で
は
、
頗
る
適
切
な
る
事
業
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
、
一
の

樺
威
を
な
し
て
居
る
。

　
支
那
基
督
敏
青
年
會
の
事
業
は
、
更
に
繭
厨
整
然
た
る

秩
序
の
下
に
黒
業
が
計
書
せ
ら
れ
て
居
る
。
今
や
其
の
會

員
は
一
．
一
萬
八
「
千
を
箪
し
、
蚕
支
那
に
三
十
個
燐
の
音
響
を

有
し
、
支
那
の
各
種
の
階
級
に
亘
っ
て
総
員
を
有
し
、
宗

敏
敏
育
及
勢
家
改
良
の
各
般
に
亘
っ
て
翼
の
手
を
告
げ
て

居
る
。
其
の
幹
部
は
全
國
を
通
じ
・
、
二
百
四
十
三
入
を
有

し
、
申
九
十
七
入
は
外
入
、
百
四
十
六
入
は
支
郷
人
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

る
。
癒
し
て
共
の
外
事
申
に
就
い
て
見
る
と
、
米
國
入
七

十
七
人
、
英
國
入
十
五
入
、
和
蘭
入
三
人
、
瑞
西
人
諾
威

慢
罵
輔
人
と
い
ふ
劉
合
で
あ
る
。
如
何
に
此
慮
に
於
て
添

米
入
の
カ
が
優
勢
で
あ
る
か
窟
分
る
。

　
本
塁
の
事
業
の
露
な
る
竜
の
は
、
講
演
部
、
霊
報
部
、

塾
生
部
、
宗
敏
部
、
城
市
部
、
膿
育
部
浄
廉
務
部
、
幹
事

養
成
部
、
の
各
部
が
盛
に
活
動
し
て
居
る
厨
か
ら
、
大
禮

推
察
せ
ら
れ
る
か
ら
此
腱
に
事
々
し
く
蓮
べ
な
い
が
、
　
一

二
の
例
を
墨
げ
て
見
る
と
、
千
九
颪
十
六
年
度
に
於
て
、

講
演
部
は
全
支
那
五
百
十
四
気
短
に
於
て
講
演
を
な
し
序

十
六
萬
五
千
《
の
聴
衆
を
欝
欝
し
だ
事
に
弐
っ
て
竜
略
々

其
の
活
動
の
模
様
が
分
る
。
叉
辛
煮
部
に
於
て
蔦
聖
書
研

究
、
三
焦
、
膿
育
、
信
仰
及
修
養
書
の
各
種
に
一
旦
っ
て
、

同
年
の
磯
行
部
数
約
十
九
萬
、
頁
予
約
七
百
五
十
萬
に
達

し
た
纂
に
よ
っ
て
竜
、
決
し
て
有
名
無
實
の
會
で
な
い
事

が
分
る
。
而
ら
髭
等
の
費
．
用
は
大
部
．
分
は
、
寄
附
金
・
著

作
料
・
聴
講
料
・
授
業
料
に
よ
っ
て
支
持
せ
ら
れ
、
殆
ん
ど
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自
螢
的
で
あ
る
事
は
、
、
最
も
三
嘆
に
堪
へ
な
い
次
第
で
あ

る
。　

要
す
る
に
支
那
各
都
市
に
於
け
る
基
督
敏
脊
年
會
の
活

動
は
現
今
目
醒
し
き
も
の
が
あ
る
。
其
の
會
員
を
満
足
せ

し
め
、
本
會
事
業
に
審
極
せ
し
む
る
手
段
と
し
て
は
、
地

方
會
員
に
宿
泊
所
を
給
し
て
楡
快
に
且
安
儂
に
宿
泊
せ
し

め
、
在
市
會
員
に
は
會
食
．
玉
突
、
圓
書
、
新
聞
其
飽
諸

種
の
娯
樂
機
關
を
備
ヘ
ィ
し
、
肖
然
に
要
所
に
出
入
す
る
機

曾
を
作
ウ
、
叉
一
般
市
民
に
は
蒔
々
通
俗
講
演
愈
、
幻
燈

其
他
注
意
を
惹
く
べ
き
事
項
を
以
て
独
尊
を
開
放
し
、
以

で
市
民
に
好
餓
を
興
へ
る
と
共
に
、
之
に
信
頼
せ
し
め
よ

う
と
し
で
居
る
。
叉
各
學
鞍
の
卒
業
生
を
し
て
、
各
種
の

方
面
に
就
職
せ
し
め
る
今
際
を
な
す
が
如
き
竜
、
最
竜
よ

く
支
那
人
の
要
求
を
看
破
し
、
其
の
時
勢
と
民
度
と
に
適

鷹
し
て
、
之
を
善
導
し
よ
う
と
し
て
居
る
事
實
は
、
蓋
し

何
等
か
の
結
果
を
齎
ら
さ
な
い
で
は
止
寮
な
い
の
観
が
あ

る
。

　
　
，
　
　
　
在
支
屠
人
の
亥
那
人
漱
化
運
動
と
興
の
鋤
機

雛
、
外
入
の
力
説
零
る
敏
訓
の
内
容

　
外
入
が
支
那
に
入
っ
て
．
先
づ
最
転
置
の
不
便
を
殿
ず

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゑ
　
な
　
ぷ
　
へ
　
や
　
な
　
ゆ
　
や
　
や
　
ゆ
　
ゆ

る
所
の
竜
の
は
、
彼
既
道
徳
槻
念
の
相
違
で
あ
る
。
衣
食

佳
の
差
異
は
、
不
便
は
不
便
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
各
々
固

有
の
警
俗
に
從
っ
て
、
相
互
に
相
侵
し
あ
ふ
事
が
な
か
つ

π
な
ら
ば
、
別
に
重
大
な
問
題
を
惹
逸
す
る
恐
が
な
い
の

で
あ
る
け
れ
ど
菟
、
撹
徳
上
の
事
は
、
彼
此
の
交
渉
が
密

擾
で
、
祁
互
に
不
干
渉
的
な
る
を
許
さ
な
い
。
從
て
外
人

が
支
那
に
入
っ
て
、
支
那
を
難
事
し
、
何
等
か
の
準
備
を

な
き
う
と
す
る
に
當
っ
て
は
、
先
づ
道
徳
槻
念
の
革
新
に

謄
目
す
る
の
は
、
自
然
の
勢
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
寒
入
は
支
那
入
の
道
徳
横
幅
を
革
新
す
る
上

に
、
如
何
な
鞠
を
力
説
す
る
か
、
今
次
に
之
を
列
墨
し
て

見
よ
う
。

　
一
、
繧
主
義
制
の
時
代
に
於
て
は
、
忠
君
愛
國
は
主
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
道
徳
で
あ
ら
う
。
然
れ
ど
竜
昆
國
と
な
っ
て
は
鴨
四
民

　
・
　
　
　
囁
　
　
　
　
’
　
　
　
　
九
滋
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哲
學
研
究
　
　
第
四
十
七
蟹
、

む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
ゆ
り
　
む
　
む
　
む
む

李
等
で
あ
っ
て
且
自
由
で
あ
る
。
萬
民
等
し
く
議
政
の
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
の

が
あ
る
典
に
萬
民
等
し
く
愛
國
の
義
務
が
あ
る
の
で
あ

る
。

　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
ぬ
り
　
　
　
む

　
二
、
條
約
を
守
う
、
法
律
を
　
遵
奉
す
る
の
は
、
爾
民
の

義
務
で
あ
る
。
何
人
も
翻
転
法
律
を
無
事
す
る
こ
と
ば
出

家
な
い
の
み
で
な
く
叉
之
を
知
ら
な
い
と
い
ム
理
由
で
以

て
、
責
任
を
圃
撰
す
る
乙
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
　
　
む
　
　
　
む

　
三
、
産
喚
を
起
し
、
國
富
を
謀
う
、
國
貨
を
用
ひ
て
、

ハ　

@
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　

以
て
利
幅
を
確
保
す
る
は
、
民
國
人
の
一
日
竜
忘
れ
る
こ

と
の
出
來
臓
全
章
で
あ
る
。
‘

　
　
　
O
O
・
σ
Q
O
　
　
Q
O
Q
O
O
　
　
O
O
O
O
O

　
四
、
敏
育
を
起
し
、
狡
知
を
開
き
、
風
俗
を
改
め
、
以

て
新
道
徳
を
涌
養
す
る
の
は
、
民
國
人
寮
母
の
急
務
で
あ

う
、
叉
國
に
聾
す
の
最
大
の
務
で
あ
ろ
。

　
　
　
　
　
む
　
ハ
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む

　
五
、
公
徳
を
爾
び
、
豊
年
を
起
し
、
相
協
力
親
和
す
る

む
む

の
實
を
墨
ぐ
る
事
は
、
民
営
の
年
齢
を
輩
固
に
し
、
民
國

の
外
耳
に
資
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む

　
山
踏
、
　
棚
悶
恥
國
辰
寸
を
像
き
、
　
外
人
に
調
到
し
て
常
龍
一
諏
〃
信
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

む
　
む
　
　
む
　

璽
ん
ず
る
事
は
、
民
鴎
貝
の
信
を
内
外
に
繋
ぐ
の
所
以
で

あ
る
。
斯
く
し
て
六
五
は
列
國
と
位
し
て
、
其
の
地
位
を

保
持
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
七
、
遙
ん
で
納
挽
當
兵
の
責
を
懐
し
、
以
て
民
國
の
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
り
　
む
　
む
　
　

局
を
挽
回
七
、
外
壕
の
干
渉
を
防
ぐ
は
、
民
國
に
誰
す
の

必
然
義
務
で
あ
る
。

　
外
人
は
如
上
の
檬
な
新
道
徳
を
以
て
民
國
人
の
巨
標
と

な
さ
し
め
、
以
て
民
國
を
開
薮
し
ょ
う
と
最
善
の
努
力
を

な
し
て
居
る
。
此
れ
大
に
注
目
に
債
す
べ
き
所
で
は
あ
る

ま
い
か
。
惟
ふ
に
此
れ
か
ら
し
て
、
支
那
下
民
の
間
に
、

新
盤
思
想
の
参
観
が
起
ウ
、
事
大
急
進
の
思
想
が
箏
翻
し
、

盆
々
支
那
の
現
駅
を
混
胤
だ
ら
し
め
る
に
讃
る
こ
と
が
な

か
ら
う
か
。
支
那
の
軍
事
、
産
業
、
外
交
、
財
政
等
一
と

し
て
注
意
を
逸
す
る
事
が
出
挙
な
い
の
は
勿
論
の
事
で
あ

る
が
、
特
に
國
民
の
思
想
の
礎
蒋
に
つ
い
て
は
、
　
一
暦
の

注
意
を
挑
ひ
、
其
の
蠕
趨
を
察
し
、
之
を
善
導
す
る
で
な

か
つ
π
な
ら
ば
、
我
邦
の
封
支
政
策
上
多
大
の
違
鎌
を
來
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す
ζ
と
が
禺
來
は
し
ま
い
か
。
一
寸
し
て
も
支
那
人
が
日

貨
を
排
斥
し
、
邦
入
を
迫
害
し
、
或
は
邦
入
を
敵
親
す
る

の
は
、
此
の
芝
繋
上
の
了
解
一
致
を
敏
い
て
居
る
爲
で
は

あ
る
ま
い
か
。
支
那
を
思
想
の
上
か
ら
導
き
、
日
支
親
善

の
實
を
漕
げ
る
…
様
な
豊
島
事
業
に
つ
い
て
、
曇
如
た
る
現

歌
は
、
盆
々
日
支
爾
國
人
を
し
て
背
馳
せ
し
む
る
所
以
で

は
あ
る
堅
い
か
。
軍
に
支
那
留
素
生
が
多
数
本
邦
に
去
る

か
ら
と
い
っ
て
安
心
す
る
事
は
出
異
な
い
と
思
ふ
。
要
は

支
那
人
火
留
の
申
に
あ
っ
て
、
支
那
入
に
よ
く
了
解
せ
ら

れ
な
が
ら
、
支
那
人
を
敏
ぺ
、
日
本
文
明
を
傅
播
す
る
手

段
を
敏
如
す
る
の
は
、
現
代
に
於
け
る
我
邦
敏
育
の
一
恨

事
で
あ
る
と
共
に
我
邦
の
鶴
野
政
策
を
片
つ
端
か
ら
裏
切

る
深
因
で
は
あ
る
凌
い
か
。

五
、
外
人
の
支
那
人
敏
化
の
動
機

　
外
入
が
支
那
人
の
敏
化
に
熱
申
し
、
相
互
に
競
孚
し
て

居
る
状
態
は
上
に
蓮
べ
だ
逓
う
で
あ
る
。
何
故
に
自
己
の

　
　
　
　
　
聡
麦
外
人
の
亥
那
人
数
化
拠
鋤
と
其
の
働
機

経
費
を
投
じ
て
、
支
那
入
の
敷
育
殊
に
高
等
敏
育
に
從
事

し
て
居
る
の
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
支
那
の
膏
年
に
膚
國
的

敏
育
を
施
し
、
貞
圃
の
仲
介
に
依
蚕
、
世
界
の
丈
明
を
窺

は
し
め
、
人
材
を
培
駕
し
、
依
て
以
て
支
那
を
開
磯
し
、

進
ん
で
基
督
敏
的
思
想
に
依
り
て
、
青
年
の
入
格
を
完
成

し
、
支
郷
の
青
年
を
し
て
、
交
明
人
と
し
て
阯
し
か
ら
ざ

る
品
格
と
力
量
と
を
具
備
せ
し
む
る
人
聖
上
の
罠
的
に
墓

く
竜
の
で
あ
る
乙
と
は
、
言
を
倹
だ
孜
い
衣
第
で
あ
る
。

例
へ
ば
香
港
大
辛
、
丈
嚇
畢
発
墨
・
（
武
昌
）
、
黎
約
翰
大
學
堂

（
上
海
）
、
震
旦
大
守
院
（
上
海
）
、
新
學
大
書
院
（
天
津
）
等
．

の
目
的
は
皆
艶
の
旨
趣
を
明
記
し
て
居
る
。

　
ヤ
　
や
　
ゐ
　
や
　
つ
　
ゆ
　
や
　
ゆ
　
ぬ
　
あ
　
や
　
ゆ
　
ゆ
　
ぬ
　
や
　
や
　
も
　
へ
　
ゆ
　
　
　
へ

　
然
れ
ど
も
凡
そ
布
敏
若
く
は
敏
化
事
業
の
影
響
は
、
軍

つ
　
へ
　
ぬ
　
つ
　
ぬ
　
へ
　
や
　
ぬ
　
ぬ
　
へ
　
や
　
　
　
へ
　
も
　
や
　
む
　
て
　
ゑ
　
ゆ
　
ぬ
　
へ
　
つ

に
其
の
豫
期
の
影
響
の
外
に
、
自
然
に
之
に
俘
ム
副
影
響

へ
　
ぬ
　
あ
　
や
　
ヘ
　
へ
　
や
　
ぬ
　
ぬ
　
や
　
あ
　
や
　
や
　
や
　
や
　
つ
　
　
　
や
　
へ
　
や
　
ぬ
　
や

の
添
加
す
る
の
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
來
膿
。
否
其
の
副
影

へ
　
や
　
や
　
や
　
　
　
　
へ
　
ぬ
　
や
　
ぬ
　
ぬ
　
ぬ
　
や
　
つ
　
　
へ
　
ぬ
　
　
や
　
へ
　
ゆ
　
　
　
　
へ
　
や
　
へ

響
の
方
が
、
時
と
し
て
は
固
有
の
影
響
よ
う
も
、
甚
大
の

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
3
、
　
、
　
、

意
味
が
あ
る
事
が
あ
る
。
然
ら
ば
外
人
の
敏
化
事
業
に
封

へ
　
　
　
へ
　
む
　
や
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
へ
　
や
　
へ
　
る
　
ち
　
ゃ
　
も
　
　
　
む
　
ゆ
　
マ
　
や
　
ヘ
　
へ

し
、
如
何
な
る
聖
上
翼
が
薮
生
す
る
か
、
以
下
之
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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蕎
　
編
　
醸
　
究
　
　
錆
四
十
七
劉

ぬ
　
む
　
も
　
ゆ
　
ぬ
　
ぬ
　
つ
　
で
　
へ
　
ぬ
　
り

て
研
究
を
重
ね
よ
う
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
甲
通
商
貿
易
上
の
影
響

　
）
　
　
　
（

　
イ
自
國
製
産
品
紹
介
の
便
宜
　
管
簾
宣
葺
師
「
バ
ツ
シ

　
くユ

フ
オ
「
ド
」
氏
の
所
論
に
よ
る
と
、
二
十
年
後
の
將
來

に
於
て
、
百
億
の
資
易
額
を
有
す
る
支
那
の
市
揚
に
、
二

十
五
億
の
米
國
製
産
品
を
責
付
け
ん
と
す
る
爲
に
は
、
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
や
　
や
　
へ
　
や
　
ぬ

國
は
支
那
入
敏
育
を
な
す
必
要
が
あ
る
。
即
ち
米
國
現
今

　
　
や
　
へ
　
や
　
ゆ
　
ヘ
　
　
　
へ
　
や
　
や
　
へ
　
む
　
む
　
へ
　
ぶ
　
ゆ
　
や
　
ゆ
　
つ
　
へ
　
で

ぬ
　
ぬ

の
敏
育
的
活
動
は
、
量
感
に
於
け
る
米
支
貿
易
上
の
肥
料

、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
融
　
、
　
℃
　
、
　
噛
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

と
し
て
、
頗
る
有
意
義
の
竜
の
で
あ
る
と
い
っ
て
居
る
。

塒
來
生
産
過
剰
の
爲
に
苦
し
ま
う
と
し
て
居
る
米
國
と
し

て
は
、
斯
様
な
遼
大
な
計
甕
を
立
て
る
事
は
、
無
理
か
ら

ぬ
次
第
で
あ
る
。
叉
東
亜
経
濟
調
査
局
の
報
ず
る
厨
に
よ

る
と
、
青
島
特
刎
高
等
尊
堂
（
猫
逸
の
設
立
に
か
、
る
、

今
は
閉
鎖
）
設
立
の
趣
意
書
中
に
竜

　
此
の
學
按
で
養
成
し
た
支
那
青
年
を
し
て
、
塒
寒
濁
逸

　
的
の
観
念
を
以
っ
て
盤
界
を
槻
察
せ
し
め
、
彼
等
の
從

　
來
夢
想
し
な
か
っ
た
昏
々
文
明
の
進
歩
を
窺
は
し
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

　
他
人
の
紹
介
を
倹
力
な
い
で
、
肖
ら
猫
逸
の
事
情
を
探

　
究
せ
し
あ
、
且
つ
新
に
得
π
此
等
知
識
に
よ
つ
て
、
漸
，

　
次
埆
進
ず
る
支
那
國
民
の
物
質
的
需
要
に
勤
し
、
猫
逸

　
の
市
場
を
紹
介
す
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。

と
書
い
て
居
る
。
叉
「
ザ
ル
ツ
マ
ン
」
博
士
の
「
東
亜
賞
イ

ド
週
報
」
に
寄
せ
た
「
画
品
國
翻
字
の
蟹
張
に
封
ず
る
東

亜
飾
揚
の
準
備
」
の
申
に
も

　
濁
逸
が
工
業
立
花
の
方
針
を
操
っ
て
以
繁
、
共
の
生
産

　
品
を
外
國
に
輸
出
す
る
の
必
要
は
、
從
來
に
比
し
て
一

　
暦
痛
切
な
も
の
が
あ
る
。
然
る
に
現
今
其
の
販
路
に
は

　
多
大
の
競
売
が
あ
る
。
此
の
競
璽
の
勢
威
の
存
す
る
厨
、

　
は
、
南
米
、
東
亜
甲
羅
に
支
那
を
以
て
第
一
と
す
る
。

　
支
那
が
畳
醒
し
て
其
の
土
地
を
開
拓
し
、
農
業
を
改
良

　
し
、
工
業
論
議
し
、
生
計
向
上
し
、
溝
費
力
の
増
伽
す

　
る
箆
に
は
、
外
國
工
業
晶
の
市
揚
と
し
て
、
非
常
に
有

　
灘
な
の
は
言
を
湿
た
な
い
次
第
で
あ
る
。
是
を
以
て
英

　
米
は
其
の
準
備
と
し
て
、
支
那
人
敷
育
を
大
々
的
に
…
計
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点
し
て
居
る
。
蓋
し
學
悪
態
育
に
よ
っ
て
、
肖
國
の
特

質
、
風
習
を
偉
播
し
、
言
語
を
詮
議
し
て
置
け
ば
、
勢
ひ

其
特
質
風
習
に
適
合
す
る
物
品
を
需
要
し
、
之
を
自
由

に
便
用
し
得
る
言
語
に
よ
っ
て
注
交
す
る
に
至
る
は
繋

馬
の
勢
で
あ
る
。
從
て
學
綾
は
恰
も
廣
告
解
と
凍
う
、

叉
注
丈
方
を
知
ら
せ
る
案
内
所
と
な
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
此
の
廣
告
厨
隔
案
内
所
の
設
置
に
は
、
戦
箏
と
同

様
に
幾
多
の
二
郷
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
英
米
に
は
撒

百
萬
圓
の
私
金
を
投
ず
る
も
の
が
あ
る
。
3
即
ち
英
米
の

商
工
業
家
は
、
支
那
の
廣
葬
所
、
案
内
所
に
大
資
本
を

投
じ
て
、
自
己
の
利
盆
を
丁
年
す
る
こ
と
を
理
解
し
て

居
る
。
藍
革
政
府
も
亦
其
の
必
要
を
畳
っ
て
、
膏
島
に

大
資
本
を
投
じ
カ
け
れ
ど
も
、
衝
一
議
商
工
業
の
塞
礎

を
確
實
獄
ら
し
め
る
爲
、
多
額
の
費
用
を
投
ず
る
の
必

要
が
あ
る
。
此
れ
帥
ち
廣
告
料
た
る
の
で
あ
る
。
吾
人

は
日
本
が
異
数
の
登
蓬
を
な
し
尤
問
、
挨
手
傍
槻
し
て

其
の
漕
手
を
怠
つ
π
儲
果
、
多
大
の
損
失
を
し
て
居
る
。

　
　
　
塞
支
外
入
の
実
那
人
澱
…
化
蓮
動
考
其
の
動
機

　
前
者
の
顛
覆
す
る
を
見
て
、
後
車
の
戒
と
な
す
は
此
の

　
秋
で
あ
る
。

と
、
徹
底
曲
の
言
明
を
な
し
て
居
る
。
難
く
考
へ
る
と
、

敏
育
を
軍
に
入
格
の
完
戎
と
の
み
解
羅
せ
ず
。
之
を
國
際

聞
に
蓮
冠
し
て
、
其
の
意
義
を
擾
坐
し
、
．
之
を
膚
闘
民
の

利
盆
を
保
護
す
る
と
い
ふ
意
解
を
竜
、
含
有
せ
し
め
ね
ば

孜
ら
誠
か
竜
知
れ
諏
。

　
　

　
ロ
製
灌
晶
購
撃
力
の
開
拓
更
に
他
の
方
面
か
ら
、
自

　
く

國
的
敏
育
普
及
の
目
的
を
探
究
し
て
見
る
と
、
支
那
の
塵

業
殊
に
農
工
業
を
改
良
し
て
、
支
那
の
産
業
的
活
動
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
冷
目
的
製
産
金
の
需
要
を
増
加

せ
し
め
る
通
盆
が
あ
る
。
金
陵
大
學
の
農
林
科
、
齊
魯
大

工
（
濟
南
）
の
醤
科
、
理
工
科
、
其
他
各
地
の
大
學
及
專
門

幕
軍
の
動
き
、
農
工
及
腰
業
の
登
展
に
よ
っ
て
、
肥
料
。

器
械
。
叉
は
藥
品
。
染
料
等
の
需
要
を
櫓
し
、
之
に
よ
っ
て

通
商
上
の
利
金
を
占
め
よ
う
と
す
る
底
意
あ
る
乙
と
は
察

す
る
に
難
か
ら
ざ
る
所
で
澄
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兆
九
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讐
摩
　
研
　
究
　
　
第
．
顯
十
七
號

　
曾
て
大
戦
前
青
島
特
別
高
等
藍
碧
農
學
科
報
は
、
次
の

所
論
を
掲
載
し
カ
。
帥
ち
現
今
の
支
那
の
封
外
貿
易
は
黒

煙
に
隔
身
、
年
々
一
億
圓
以
上
の
楡
入
超
過
を
來
し
、
支

那
の
正
貨
は
年
ρ
流
出
し
て
止
ま
な
い
。
此
れ
を
匡
救
す

る
の
道
は
、
輸
入
を
防
遇
す
る
か
、
叉
は
輪
…
出
を
二
曲
す

る
か
の
二
途
あ
る
の
み
で
あ
る
。
然
る
に
輸
入
防
邉
は
容

易
に
實
行
ず
る
事
が
出
來
な
い
。
何
と
な
れ
ば
此
等
楡
入

品
ば
、
多
く
工
業
上
郷
く
事
の
出
來
な
い
器
械
類
が
大
部

分
を
占
め
、
此
れ
が
防
遇
は
、
其
の
將
に
駿
逮
せ
よ
う
と

し
て
居
る
工
業
を
、
摘
除
せ
よ
う
と
す
る
結
果
に
陥
る
か

ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
其
の
輸
禺
増
加
の
方
法
は
如
何
に
す

る
を
可
と
す
る
か
。
曰
く
現
今
の
腱
で
は
只
農
産
物
の
供

給
を
豊
富
な
ら
し
め
る
よ
う
外
に
途
が
な
い
の
で
あ
る
。

帥
ち
綿
、
糸
・
茶
・
豆
・
萎
緯
眞
田
。
鰍
皮
等
の
産
額
を
増
す

を
以
て
捷
痙
と
な
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
を
菰
す
途
は

如
何
に
す
る
を
可
と
ず
る
か
曰
く
外
入
の
智
力
を
籍
う
、

経
醤
の
方
法
を
改
あ
、
交
響
機
關
の
耳
翼
を
圖
う
、
農
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

機
㈱
を
整
理
し
、
農
業
紅
合
を
起
し
、
農
事
試
験
揚
を
設

け
、
優
良
次
農
業
新
法
を
敏
へ
る
一
途
あ
る
の
み
で
あ
る

と
言
っ
て
居
る
。
其
言
ふ
所
、
誠
に
支
那
の
爲
に
謀
っ
て

親
切
な
様
で
あ
る
け
れ
ど
竜
、
其
の
裏
に
は
叉
自
己
の
利

盆
を
包
含
し
て
屠
る
様
に
見
苦
る
。
墜
ち
入
遣
肥
料
の
責

込
の
如
夢
は
共
の
一
例
で
あ
る
。
之
を
我
邦
に
比
較
し
て

見
る
と
、
爆
心
の
人
造
肥
料
使
用
額
は
、
年
々
二
億
圓
に

黙
す
る
現
況
で
あ
る
。
蒲
竜
外
國
玉
入
適
正
に
其
の
三
分

の
一
を
占
め
て
居
る
。
之
を
支
那
の
大
耕
地
に
適
用
す
る

と
し
た
な
ら
ば
、
其
の
外
肥
輪
入
額
實
に
鮮
少
な
ら
ぎ
る

竜
の
が
あ
ら
う
。

　
晶
共
の
叉
支
那
從
來
の
漢
池
亭
法
を
改
め
て
、
欧
米
欝
術

を
以
て
之
に
代
へ
、
馨
藥
及
讐
療
器
械
を
西
洋
に
仰
ぐ
と

し
π
な
ら
ば
、
其
の
所
要
額
幾
何
に
達
す
る
か
、
實
に
逆

階
す
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
が
あ
ら
う
。
一
例
を
墨
げ
る
と
、

我
邦
の
仁
丹
の
勲
き
は
、
共
の
廣
告
交
が
支
那
全
土
の
首

要
他
に
亙
っ
て
居
る
と
い
っ
て
も
よ
い
が
、
其
の
贋
告
に
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費
さ
れ
る
費
用
は
、
實
に
莫
大
な
額
に
撫
し
よ
う
。
，
然
る

に
よ
く
其
の
利
猛
を
墨
げ
得
る
所
以
の
織
に
想
到
す
る

と
、
此
等
の
事
業
の
決
し
て
輕
聾
す
る
こ
と
が
出
麹
な
い

理
が
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
れ
一
方
に
は
、
外
人
が

慈
善
の
名
の
下
に
西
洋
慰
術
を
樽
へ
、
一
方
に
は
西
洋
式

胃
癌
を
養
成
し
て
、
支
那
人
に
好
威
を
與
へ
な
が
ら
、
絶

大
な
利
盆
を
諦
め
よ
う
と
す
る
経
濟
的
見
地
に
あ
る
竜
の

と
解
す
る
ヒ
と
が
出
騰
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
叉
工
業
的
愚
答
に
よ
っ
て
、
工
藝
機
械
及
其
の
必

要
品
の
需
要
を
塘
し
、
之
に
よ
っ
て
薗
國
器
械
及
必
要
品

を
論
証
す
る
路
を
開
拓
し
泥
な
ら
ば
、
赴
ハ
の
開
く
る
富
源

は
叉
前
者
に
劣
ら
な
い
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
乙
合
辮
的
企
業
の
準
備

　
　
　
　
く

　
支
那
の
富
源
は
世
界
の
何
れ
の
國
で
も
之
に
匹
敵
す
る

燐
は
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
鑛
産
に
、
農
産
に
、
叉
工
業
原

料
に
、
殆
ん
ど
無
誰
藏
と
稻
す
る
事
が
出
駕
る
。
而
し
て

之
に
要
す
る
工
賃
の
低
廉
な
る
こ
と
、
亦
何
れ
の
丈
明
器

　
　
　
　
　
識
交
外
人
の
亥
郷
人
敏
化
溝
動
と
其
の
鋤
機
　
‘

民
と
難
も
細
鱗
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
ら
5
。
叉
其
國
土
．

は
四
億
の
人
口
を
包
容
し
、
無
限
の
溝
費
者
を
生
息
せ
し

め
て
居
る
。
其
の
同
業
地
と
し
て
有
望
な
る
は
、
何
れ
の

國
も
之
に
比
す
べ
き
所
が
な
か
ら
ラ
。
此
の
富
源
を
開
拓

す
る
に
、
土
着
の
支
那
人
を
除
外
し
て
湾
へ
る
こ
と
は
、

如
何
な
る
画
竜
認
容
し
な
い
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
外
人
が

此
慮
に
濫
費
す
る
揚
貫
入
、
支
那
人
と
の
合
帯
を
企
書
す

る
の
は
趨
然
の
老
心
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の
支
那
人
と
の

合
辮
事
業
を
脛
螢
す
る
に
當
っ
て
は
、
先
づ
彼
我
の
理
會
，

と
、
意
思
の
流
通
と
を
必
要
と
す
る
事
は
、
言
を
侯
π
次

い
次
第
で
あ
る
。
之
を
な
す
に
は
軍
に
外
交
上
に
於
け
る

形
式
的
の
讃
詞
の
交
換
の
み
で
逮
せ
な
る
べ
き
も
の
で
な

い
。
其
の
最
も
有
効
な
る
は
、
肖
國
的
敏
育
を
支
邦
人
に

施
し
て
、
充
分
我
を
理
説
せ
し
め
る
と
共
に
、
彼
に
接
近
、

し
て
彼
を
研
究
し
、
禽
進
ん
で
國
民
相
互
の
問
に
、
親
善

關
係
を
成
立
す
る
に
若
く
込
の
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
此
れ

外
入
が
カ
を
敷
育
に
致
し
て
、
．
義
言
語
を
普
及
し
、
習
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
、
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風
爾
を
彼
に
傳
へ
る
と
共
に
、
彼
此
の
親
善
を
濃
厚
に
せ

よ
う
と
す
る
所
以
で
あ
ら
う
。

　
思
ふ
に
、
支
那
の
富
源
は
早
晩
必
ず
大
々
的
に
開
薮
ぜ

ら
る
る
時
期
が
あ
ら
う
と
思
ふ
。
其
の
聴
期
に
際
し
て
、

合
辮
事
業
に
落
伍
せ
る
竜
の
は
、
支
邦
に
於
け
る
地
盤
を

失
ひ
、
世
界
の
経
濟
的
競
雫
の
申
心
か
ら
離
れ
る
や
う
な

悲
喜
を
招
致
す
る
か
竜
知
れ
澱
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
丙
霞
國
勢
力
扶
植
の
便
宜

　
　
　
　
く

　
敏
育
の
カ
に
よ
っ
て
齎
す
乙
と
の
礎
來
る
其
他
の
敷
果

の
内
、
特
筆
す
べ
き
も
の
は
、
春
闘
勢
力
扶
植
の
便
宜
で

あ
る
。
前
蓮
の
通
ウ
、
支
邦
の
商
等
敏
育
は
、
其
の
四
割

以
上
は
米
國
に
依
う
、
又
約
四
割
は
英
國
に
依
っ
て
経
癒

せ
ら
れ
て
居
る
。
從
て
共
の
政
権
を
得
、
民
衆
を
指
導
し

得
る
菟
の
は
、
塒
班
に
於
て
決
し
て
砂
く
は
な
い
で
あ
ら

5
。
現
今
に
於
て
も
、
申
央
叉
は
地
方
に
於
て
、
其
の
要

路
を
占
あ
る
も
の
は
、
英
米
の
敏
育
を
受
け
π
も
の
が
雰

常
に
多
い
。
從
っ
て
彼
我
の
国
情
を
融
和
し
、
相
互
に
理

　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
一
〇
二

無
し
籾
信
頼
せ
る
繍
に
於
て
、
利
梅
競
落
に
便
宜
を
得
る

こ
と
は
紗
く
は
衣
い
。
共
の
一
例
を
墨
げ
る
と
、
某
鐡
路

の
前
席
長
は
、
猫
逸
仕
込
の
人
で
あ
っ
溢
。
從
っ
て
其
の

鍼
溢
材
料
を
濁
逸
に
向
っ
て
注
文
せ
よ
う
と
し
だ
が
、
共

の
後
任
羅
長
は
莫
國
仕
込
の
心
酔
家
で
あ
っ
π
か
ら
、
就

臆
す
る
や
、
直
に
前
黙
思
の
計
霞
を
破
壊
し
て
、
其
の
注

丈
を
許
さ
ず
、
而
も
其
の
注
丈
品
に
織
す
る
濁
逸
の
見
積

は
、
最
竜
安
債
で
あ
っ
π
實
例
が
あ
る
。
之
を
申
央
の
櫃

機
に
盛
る
竜
の
に
移
し
て
考
へ
る
と
、
思
ひ
孚
ば
に
過
ぎ

る
竜
の
が
多
々
あ
ら
う
。

　
然
し
其
の
敏
育
が
當
を
得
な
か
つ
舟
な
ら
ば
、
却
っ
て

其
の
問
に
反
威
を
懐
き
、
曾
て
或
麗
人
の
招
い
π
様
な
失

敗
を
繰
参
返
す
事
が
な
い
と
竜
い
へ
顧
。
此
れ
大
に
彼
等

が
支
邦
の
國
民
性
の
研
究
と
、
國
情
の
洞
察
と
に
努
め
、

其
の
上
に
敏
育
の
施
設
を
企
叢
す
る
灰
以
で
あ
ら
5
。

六
、
結
　
語
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、
以
上
に
よ
っ
て
考
察
す
る
と
、
外
気
が
支
那
人
敷
育
に
、
，

熟
申
し
て
居
る
動
機
は
、
支
那
人
に
饗
し
自
重
的
言
語
、

知
識
、
遣
徳
を
普
及
し
、
自
書
の
趣
味
を
鼓
吹
し
、
自
群

民
の
患
想
威
情
を
傳
へ
て
支
那
人
を
島
影
し
、
世
界
の
交

明
入
に
伍
せ
し
め
よ
う
と
す
る
人
道
上
の
動
機
に
基
く
竜

の
で
あ
る
乙
と
は
、
言
を
侯
π
な
い
次
第
で
あ
る
が
、
亦

之
に
よ
っ
て
副
戴
的
に
彼
我
の
友
誼
的
感
情
を
滴
養
し
、

以
て
支
那
身
内
に
於
け
る
企
業
に
利
便
を
得
、
廟
國
製
産

業
を
紹
介
し
て
、
其
の
購
買
力
を
増
進
し
、
其
の
販
路
を

撰
即
し
、
更
に
科
學
的
知
識
及
技
能
を
啓
思
し
て
、
事
大

保
守
の
随
習
を
破
家
、
共
の
富
源
を
開
放
せ
し
め
、
．
低
利

の
資
本
を
投
下
し
て
、
金
融
堰
殖
の
道
を
講
じ
、
支
那
の

産
業
を
振
興
し
て
、
支
那
を
利
す
る
と
共
に
、
膚
國
工
業

の
原
料
品
及
食
料
晶
を
供
給
せ
し
め
、
以
て
自
國
の
産
業

を
保
護
磁
器
せ
し
あ
る
と
共
に
、
海
洋
の
経
濟
的
基
礎
を

輩
固
な
ら
し
め
る
上
に
、
利
便
を
得
よ
う
と
す
る
の
で
あ

ら
う
。

在
支
外
人
の
支
那
人
敏
化
蓮
動
と
其
の
動
機

　
果
し
て
其
の
去
り
で
あ
る
と
す
る
と
、
外
入
は
敷
育
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

よ
っ
て
支
那
國
民
に
恩
惑
を
施
し
、
彼
等
を
随
喜
せ
し
め

て
置
い
て
、
影
響
も
之
に
作
ふ
利
盆
を
得
よ
う
と
す
る
竜

の
で
あ
る
と
言
ふ
事
が
出
撃
る
。
而
も
其
の
利
盆
は
、
莫

國
の
印
度
に
於
け
る
、
佛
國
の
印
度
支
那
に
於
け
る
（
主

筆
の
存
否
は
溺
と
し
て
）
利
梅
と
鐸
ぶ
湧
が
な
い
も
の
で

あ
る
請
い
か
ゆ
蓋
し
土
地
の
領
有
は
統
治
上
多
大
の
犠
牲

と
費
用
と
を
要
し
、
失
ふ
所
は
巌
ち
得
る
も
の
に
比
し
て
、

蝕
り
に
高
償
獄
る
こ
と
が
弛
く
は
な
い
。
是
に
於
て
土
地

の
領
有
よ
う
も
、
寧
ろ
統
治
擁
の
薄
弱
な
地
方
に
着
目
し
、

舷
に
利
権
の
扶
植
を
團
る
の
は
、
亦
一
種
の
國
民
登
展
政

策
．
て
は
あ
る
ま
い
か
。
此
れ
列
國
が
総
て
支
那
に
敏
育
事

業
を
企
書
し
、
依
て
以
て
人
魂
の
爲
に
貢
献
す
る
と
典
に
、

膚
國
的
勢
力
の
扶
植
を
詣
る
所
以
で
は
あ
る
凌
い
か
。
此

の
…
機
に
際
し
我
邦
の
新
の
方
面
に
除
う
に
冷
淡
で
あ
る
の

は
、
日
支
親
善
の
標
榜
に
志
し
て
、
何
だ
か
實
意
を
敏
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
つ
　
や
　
ぬ
　
あ
　
ぬ
　
や
　
ゆ
　
ヘ
　
ヨ
　
や
　
や

様
な
域
じ
を
超
さ
ぜ
る
。
此
の
織
に
於
て
余
は
幽
門
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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